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要       約 

スケトウダラ太平洋系群の資源量は、1981 年度（年度：4 月～翌年 3 月の漁期年）以降、

904～1,397 千トンの範囲で比較的安定して推移していたが、2005 年度以降は減少傾向にあ

り、2009 年度の資源量は 1981 年度以降最低の 873 千トンと推定された。しかし、親魚量

は154～327千トンの範囲で推移し、2009年度の親魚量は前年をやや上回る238千トンと、

1981～2008 年度までの平均 222 千トンを上回っていた。一方、加入量（0 歳魚の資源尾数）

は 1981 年度以降、6～54 億尾の範囲で大きく変動している。その中で加入量が 30 億尾を

上回った年級群を卓越年級群とすると、1981、1991、1994、1995、2005 年級群が卓越年

級群となる。また、1982、2000 年級群も、それぞれ 29 および 28 億尾という高い加入量を

示し、卓越年級群並みの年級群と考えられる。漁獲の主体となっている 2 歳以上の資源量

で資源水準およびその動向を判定すると、中位水準で横ばい傾向と判断された。本系群の

資源量は、主に 1995 年級や 2005 年級などの卓越年級群やそれに次ぐ高豊度の 2000 年級

群等が発生した後に増加している。よって、本系群に関しては、2000 年級群（資源量の主

な増加をもたらした年級群の中で最少）以上の加入量が期待できる最低水準の親魚量を

Blimit とし、親魚量を Blimit 以上に維持することを管理の目標とした。ただし、1996 年

度以降の再生産成功率（RPS：加入量/親魚量）が低い値で推移しているため、この低い RPS

が継続したとしても親魚量を Blimit 以上に維持できるような漁獲量を ABC とし、経験的

に適度な漁獲圧による漁獲 F0.1、資源量を維持する Fsus、現状の漁獲圧を維持する

Fcurrent、そして 2005 年度以降で TAC による漁期中操業停止措置がとられた 2007、2009

年度を除いた 3 年間の平均の漁獲圧を維持する Fave3-yr による漁獲量を算定した。 
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漁獲シナリオ 
（管理基準） 

F 値 
(Fcurrent
との比較） 

漁獲

割合 

将来漁獲量 評価 

2011 年度

ABC 5 年後 
(80%区間）

5 年平均 
Blimit を

維持 
（5 年後）

Blimit を
維持 

（10 年後） 

経験的に適度

な漁獲圧によ

る漁獲＊ 
（F0.1） 

0.49 
（0.55 

Fcurrent） 
9% 

110 千トン

～   

158 千トン

110 千トン 100% 100% 84 千トン

資源量の維持

＊ 
（Fsus） 

0.77 
（0.86 

Fcurrent） 
14% 

118 千トン

～   

179 千トン

138 千トン 100% 95% 123 千トン

現状の漁獲圧

の維持＊ 
（Fcurrent） 

0.90 15% 
117 千トン

～   

182 千トン

146 千トン 100% 77% 138 千トン

2005、2006、
2008 年度の平

均漁獲圧の維

持＊ 
（Fave3-yr） 

0.99 
（1.10 

Fcurrent） 
17% 

116 千トン

～   

182 千トン

151 千トン 96% 55% 149 千トン

コメント 
・近年の加入量は大きく変動し、1996 年以降の再生産成功率も以前に比べ低い。 
・ABC 算定のための基本規則 1-1)-(1)を用いた。 
・2006 年度に設定された中期的管理方針では「近年の海洋環境等が資源の増大に好適な

状態にあるとは認められない。このため、太平洋系群については、資源の回復を基本方向

としつつも、回復のための措置が関係漁業者の経営に大きな影響をあたえる場合には資源

水準を維持する等回復のスピードに十分配慮して、管理を行うものとする。」とされてお

り、当方針に合致するのは＊である。 
・近年の親魚水準は 1996 年度以降の平均水準を維持していると推定されるが、再生産成

功率が低下していることから、現状以上の漁獲圧をかけることを制限すべきである。 

 Fcurrent（現状の漁獲圧）は、2005～2009 年度の平均値を用い、8 歳以上をまとめたプ

ラスグループの値で示した。Fave3-yr に用いた 2005、2006、2008 年度は近 5 年間で TAC

による操業停止（沿岸）がなかった年度。漁獲割合は漁獲量／資源量。ABC は不確実性が

特に高い最近年（2009 年度）を除く近年（1996～2008 年度）の再生産成功率（RPS）の

平均値のもとで算定。将来漁獲量並びに評価値は、同期間の再生産成功率（RPS）値から、

ランダムサンプリングするシミュレーション（1000 回試行）により算定。将来漁獲量の 5

年後は 2015 年度、5 年平均は 2011～2015 年度、評価の 5 年後は 2015 年度、10 年後は 2020

年度を示す。 

 

 

年度 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F 値 漁獲割合 

2008 876 154 1.16 18% 

2009 873 170 0.70 19% 

2010 896 - - - 
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 指標 値 設定理由 

Bban 未設定   

Blimit 親魚量 1982 年水準（154 千トン） 

これ以上に親魚量を維持すると、

2000 年級群以上の加入量が期待

できる。 

2009 年 親魚量 1981 年以降の平均水準 

（238 千トン） 

 

 

水準：中位  動向：横ばい 

 

本資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

 

1．まえがき 

スケトウダラは我が国周辺海域における重要な底魚資源の一つで、我が国では 4 つの資

源評価群に区分され管理されている。2009 年度における 4 評価群全体の漁獲量は 219 千ト

ンであった。ロシア（旧ソ連）の排他的経済水域設定までは、北方四島周辺水域、オホー

ツク海およびサハリン沿岸などにも漁場が存在し漁獲量も多かったが、現在は北海道周辺

海域での操業が主体である。このうち、太平洋系群は最も大きな資源であり、2009 年度の

漁獲量（170 千トン）は、4 資源評価群全体の漁獲量の 77%を占めた。 

データセット 基礎情報、関係調査等 

年齢別・年別漁獲尾数 主要港漁業種類別水揚げ量（北海道～茨城（6 道県）） 
北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 
太平洋北区沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 
月別体長組成調査（水研セ、北海道～茨城県（6 道県）） 
体長－年齢測定調査（水研セ、北海道、岩手県） 
 

資源量指数 
・加入量指数 
・産卵量 
・当歳魚分布豊度 
 
 
 
・2～7 歳魚資源量指数 

 
資源量直接推定調査（水研セ）・・・計量魚探、トロール 
卵採集調査（水研セ）・・・ノルパックネット 
魚群分布調査（水研セ）・・・計量魚探、フレームトロール、

桁網 
新規加入量調査（水研セ、北海道～福島県（4 道県））・・・計

量魚探、トロール 
北海道沖合底曳網漁業 CPUE（水研セ） 
 

自然死亡係数（M） 3 歳以上は年当たり 0.25 を仮定（Widrig（1954）の方法） 
2 歳は 0.3、1 歳は 0.35、0 歳は 0.4 を仮定 
 

2009 年加入量 
 

資源量直接推定調査（水研セ）・・・計量魚探、トロール 

漁獲努力量 
 

北海道沖合底びき網漁業漁獲成績報告書（水研セ） 
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なお、本系群の漁獲量は、漁期を考慮して 4 月 1 日から翌年の 3 月 31 日までの年度で集

計している。 

 

2．生態 

（1）分布・回遊 

本系群は、常磐から北方四島にかけての太平洋岸に分布している（図 1、2）。主産卵場は

噴火湾周辺海域であるが（Nishimura et al. 2002）、金華山周辺海域、道東海域および択捉

島周辺海域にも産卵場が存在する（児玉ほか 1988、Tsuji 1989、 濱津・八吹 1995）。 

近年の主産卵場である噴火湾周辺海域で発生した卵は、主に噴火湾内へ輸送され仔魚期

を過ごすが（Nakatani 1988）、稚魚になると多くの個体は道東海域へ移動すると想定され

ている（本田ほか 2003、 Honda et al. 2004）。また、これら道東海域で未成魚期を過ごし

た個体の多くは、成熟すると噴火湾周辺海域へ産卵回遊し、産卵が終了すると再び道東海

域へ索餌回遊する。そして、その後もこの道東海域と噴火湾周辺海域の間の季節回遊を繰

り返す。なお、東北太平洋海域に分布する若齢魚の多くも、噴火湾周辺海域で発生した個

体と考えられている（小林 1985、 金丸 1989）。 

 

（2）年齢・成長 

各年齢における体長（起算日である 4 月 1 日の体長：八吹 未発表）と、年齢別平均体重

（年度平均）の直近 5 年平均（2005～2009 年度平均）を下表と図 3 に示す。 

 

年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

尾叉長(cm)  18 27 34 39 44 47 50 52 

体重(g) 37 113 212 347 449 525 592 660 720*

*8 歳以上をまとめたプラスグループの値。 

 

寿命については明らかとなっていない。漁獲物中に占める 10 歳以上の個体の割合は低い

が、道東海域の漁獲物には稀に 20 歳を越える個体が含まれている（八吹 未発表）。なお、

ベーリング海での最高齢は 28 歳が報告されている（Beamish and McFarlane 1995）。 

 

（3）成熟・産卵 

成熟は 3 歳で開始され、4 歳で大部分の個体が成熟する（図 4）。また、主産卵場である

噴火湾周辺海域における産卵期は 12～3 月で、産卵盛期は 1～2 月である（前田ほか 1981、 

尹 1981）。 

 

（4）被捕食関係 

主要な餌生物は、オキアミ類や橈脚類をはじめとする浮遊性甲殻類であるが、小型魚類、

イカ類、底生甲殻類および環形動物なども捕食している（前田ほか 1983、 Yamamura et al. 
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2002）。 

一方、道東海域における主要な捕食者は、マダラ、アブラガレイ、オクカジカであるが、

大型魚による共食いも行われている（Yamamura et al. 2001、 Yamamura 2004）。また、

海獣類の餌生物としても重要である（Tamura and Fujise 2002）。 

 

3．漁業の状況 

（1）漁業の概要 

本系群は、沖合底びき網漁業（以下、沖底）や、刺し網および定置網漁業などの沿岸漁

業によって漁獲されている。主漁期は 9～3 月で、主漁場は三陸地方（0～2 歳魚〔未成魚〕

主体）、渡島～胆振地方（4～7 歳魚〔産卵親魚〕主体）および十勝～釧路地方（2～4 歳魚

主体）の沿岸である（図 2）。なお、豊度の高い年級群が発生すると、各地における漁獲物

の年齢組成が影響を受ける。 

 

（2）漁獲量の推移 

太平洋系群の漁獲量を表 1 と図 5 に示す。漁獲量は、1980 年代までは 200 千トン以上で

増減していたが、1990 年代以降になると、後述する卓越年級群（1991、1994、1995 およ

び 2005 年級群）や、豊度の高い 2000 年級群が発生した後に増加している。2004 年度には、

2000 年級群により漁獲量は 181 千トンに達したが、その後は 150 千トン前後で推移してい

た。2009 年度の漁獲量は前年を上回る 170 千トンであった。ただし、2007 年度、2009 年

度は TAC 数量消化に伴う休漁措置等が行われている。 

日本漁船による漁獲量は、系群全体の漁獲量とほぼ同様の変動傾向にある。一方、韓国

漁船による漁獲量は、韓国からの報告によれば、1987～1999 年度にかけて 9～75 千トンの

範囲で推移した。なお、韓国漁船による操業は、新日韓漁業協定に基づき 1999 年で終了し

た。 

1980 年代の中頃まで主漁場の一つであった北方四島水域における漁獲量は、ロシアによ

る漁業規制の強化にともなって、1990 年度以降 3 千トン未満で推移している。2009 年度

の漁獲量は 1.7 千トンであった。 

 

（3）主要漁業の漁獲努力量と F の推移 

沿岸漁業の努力量は得られていないため、漁獲量が多い北海道根拠の沖底の努力量（有

漁網数）を表 2 と図 6 に示す。網数は、海域・漁法を問わず、1980 年代以降全体的に漸減

傾向にあったが、近年は横ばい傾向となっていた。しかし、2008 年度は燃油高騰や TAC

数量消化による操業制限などもあり、各海域とも努力量が減少している。2009 年度の努力

量は、道東海域のかけまわしが 7.2 千網（前年比 116%）と増加したが、道東海域のオッタ

ートロールが 3.7 千網（前年比 92%）、襟裳以西海域のかけまわしが 3.3 千網（前年比 98%）

であり両者とも前年を下回った。 

各年齢の資源尾数で重み付けした漁獲係数（F）の加重平均は、1980 年代以降、長期的
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には漸減傾向にあるが、2003 年度以降は横ばい傾向である（表 4、図 7）。1990 年代以降

は、後述する卓越年級群（1991、1994、1995 および 2005 年級群）や、豊度の高い 2000

年級群が発生した後に増加する傾向がある。2009 年度の F は、2008 年度よりもやや高い

0.12 であった。 

 

4．資源の状態 

（1）資源評価の方法 

Pope（1972）の近似式を用いたチューニング VPA により資源量を推定した（補足資料 1、

2）。チューニング指数としては、スケトウダラ音響調査（補足資料 4）により推定した北海

道太平洋海域における 1 歳魚の現存量と、北海道根拠の沖底の年齢別 CPUE（2～7 歳の年

齢別漁獲尾数と、道東海域オッタートロールと襟裳以西海域かけまわしデータより算出さ

れた標準化網数より計算、補足資料 2）を用いた。なお、2009 年度の 0 歳魚の資源尾数に

ついては、北海道太平洋海域における 1 歳魚の現存量とチューニング VPA により推定され

た 1 歳魚の資源尾数との関係式（補足資料 4）から、2010 年度の 1 歳魚の資源尾数を算出

し、さらにその値を基に VPA の後退法により求めた。 

 

（2）資源量指標値の推移 

漁獲努力量が得られている北海道根拠の沖底のスケトウダラ狙い（1 日の総漁獲量に占め

るスケトウダラの漁獲割合が 50%以上の操業データを抽出、試験操業抜き）の CPUE の推

移を表 3 と図 8 に示した。海域・漁法を問わず、1991～1996 年度までは比較的安定して推

移していた。道東のオッタートロールは、1997 年度以降、後述する卓越年級群（1994、1995、

2005 年級群）や、豊度の高い 2000 年級群が発生した後に顕著に増加する傾向が見られ、

2009 年度の CPUE は 9.8 トン/網（前年比 117%）に増加した。一方、両海域のかけまわし

はオッタートロールほど大きな増減は見られず、比較的安定して推移している。道東のか

けまわしの 2009 年度 CPUE は 4.2 トン/網であり前年並み（前年比 102%）であった。襟

裳以西海域のかけまわしの CPUE は 1999 年度以降、高い水準で安定しており、2009 年度

も 7.4 トン/網であり前年並み（前年比 100%）であった。 

スケトウダラ音響調査によって推定した、北海道太平洋海域（渡島半島東部～根室半島）

における若齢魚の現存量を次表と図 9 に示す。なお、調査の詳細については補足資料 3 を

参照されたい。2000 年級群は、10 億尾を上回る 1 歳魚が調査で観察されたが、2001 年級

群以降については 2000 年級群並みの現存量を示す年級は観察されていない。2010 年調査

で得られた 2009 年級群の 1 歳魚の現存量は、前年を大きく上回る 2.8 億尾であり、2008

年級群 2 歳魚も前年を上回る 0.7 億尾であった。 
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年級 
 現存量（百万尾） 

年級 
現存量（百万尾） 

1歳魚 2歳魚 1歳魚 2歳魚 

1999 - 28.0 2005 275.9 240.6 

2000 1445.1 - 2006 131.6 60.5 

2001 - 313.5 2007 50.0 54.5 

2002 222.0 51.7 2008 187.2 72.3 

2003 318.4 400.2 2009 284.8  

2004 77.2 68.3    

 

（3）漁獲物の年齢組成 

1980 年代には 0、1 歳魚の漁獲が目立ったが、1990 年代以降はそれらの漁獲は少ない（図

10）。これら 0、1 歳魚の多くは東北太平洋岸で漁獲されており、それらの漁獲尾数と、主

に北海道太平洋岸で漁獲されるそれ以降の年齢群の漁獲尾数との間には、明瞭な関係は認

められない。年級群豊度に応じた漁獲パターンを示すようになるのは、概ね 2 歳魚以上と

考えられる。 

2009 年度は 0 歳魚の漁獲尾数が 2003 年度並みに多く、1990 年代以降では 3 番目の水準

であった。一方で 2 歳魚、3 歳魚の漁獲尾数は 1981 年度以降最少であり 2001 年度をやや

下回る低い水準であった。2009 年度の漁獲の中心は 4 歳魚（2005 年級群）であり、この

年齢の漁獲尾数では 2000 年代以降では最大であり、近年でも 1998、1999 年度に次ぐ高い

水準であった。 

 

（4）資源量と漁獲割合の推移 

加入量（0 歳魚の資源尾数）は、1981 年度以降 6～54 億尾の範囲で大きく変動している

（表 4、図 11）。その中で、加入量が 30 億尾を上回った年級群を卓越年級群とすると、1981、

1991、1994、1995 および 2005 年級群が卓越年級群となる。また、1982 および 2000 年級

群も、それぞれ 29 および 28 億尾という高い加入量を示し、卓越年級群並みの豊度の高い

年級群と考えられる。2001 年度以降では、2003 および 2005 年級群が 20 億尾を超える加

入であったが、2006 および 2007 年級群は 10 億尾を大きく下回る水準であった。2008 年

級群は 23.0 億尾、2009 年級群は 19.6 億尾と推定され、いずれも 1996 年度以降の平均（15

億尾）を大きく上回る水準であった。ただし、この両年級群は豊度に関する情報が少なく、

推定精度は低いと考えられる。 

資源尾数は、1981 年度以降 39～95 億尾の範囲で推移している（図 12）。その中で、卓

越年級群である 1991、1994、1995 および 2005 年級群や、豊度の高い 1982、2000 年級群

が発生した年度に、前年度よりも 10～30 億尾程度増加している。2009 年度の資源尾数は、

2008 年度を上回る 51.4 億尾であった。 

資源量は、1981 年度以降 904～1,397 千トンの範囲で推移している（図 13）。その中で、

主に卓越年級群である 1981、1991、1994、1995、2005 年級群や、豊度の高い 1982、2000
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年級群が発生した後に増加している。しかし、2005 年度以降は減少傾向にあり、2009 年度

の資源量は 1981 年度以降最低の 873 千トンであった。 

資源量及び漁獲割合の推移を図 14 に示す。漁獲割合は 10～26%の範囲で変化していたが、

2003 年度以降は比較的安定し、ほぼ横ばい傾向を示していた。2009 年度の漁獲割合は、前

年並みの 19%であった。 

親魚量は、産卵期が年度の最後にあることと、資源計算（VPA）の 1 年が産卵終了直後

の 4 月から設定していることから、ある年度の初期資源尾数（前年度の生き残り）の内、

成熟しているものをその年度の年級群を生み出した親魚量とみなしている。つまり、2009

年度親魚量とは 2008 年度漁期終了近くの産卵時の親魚量であり、2009 年の加入を産んだ

親魚量の事を表している。親魚量は、1981 年度以降 154～327 千トンの範囲で比較的安定

して推移している（表 4、図 11）。その中で、卓越年級群である 1981、1991、1994、1995

年級群や、豊度の高い 1982 および 2000 年級群の成熟に伴い増加している。2004 年度に

228 千トンに増加した以降はほぼ横ばい傾向で推移し、2009 年度も前年度並みの 238 千ト

ンであり、1981 以降の平均値（222 千トン）をやや上回る水準であった。 

なお、自然死亡係数（M）の値が資源計算に与える影響をみるために、3 歳以上の M で

ある 0.25 を±0.05 で変化（2 歳以下の M についても連動）させた場合の、2009 年度の資源

量と親魚量を算出した（図 15）。2009 年度の資源量および親魚量は、ともに M が大きくな

ると増加し、M が小さくなると減少した。 

資源量と F の関係を図 16 に示す。両者の間に相関関係は認められない。 

 

（5）資源の水準・動向 

資源水準の判定には 2 歳以上の資源量を用いた。近年では、1994、1995 年に連続して卓

越年級群が発生し、この直後に漁獲量も 1980 年代前半に次ぐ高い水準まで回復している。

この 1994、1995 年級群が 2～3 歳であった 1997、1998 年度の 2 歳以上資源量が概ね 1,000

千トンを超える水準であったことから、この値を高位水準の基準とした。また、ABC 推定

に用いた将来予測（後述）において、親魚量が減少し、Blimit 付近まで減少したと仮定し

た条件での資源量が概ね 500 千トンと予測されたことから、この値を低位水準の基準とし

た（図 17）。 

この基準で水準・動向を判断すると、2009 年の資源水準は中位、動向は 2005～2009 年

度の変動様式から横ばいと判断される。資源水準は、卓越年級群である 1981 年級やそれに

次ぐ高い豊度の年級の加入が見られた1980年代前半と、1994、1995年級群が加入した1997、

1998 年度に高位となったが、それ以外は中位水準で推移している。近年では、豊度の高い

2000、2003、2005 年級群の加入が見られた 2002、2005、2007 年度に増加している。 

 

（6）再生産関係 

親魚量と加入量の関係を図 18 に示すが、両者の間に特定の関係は見られない。一方、1981

年度以降のすべての加入量は、漁獲を行わない F=0（年齢別平均体重は 2005～2009 年度
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の平均）の直線よりも上側にある。したがって、本系群は理論上、資源管理によって常に

親魚量が増加し得る資源と考えられる。 

 

（7）Blimit の設定 

資源の回復措置をとる閾値（Blimit）は、過去に 2000 年級群（資源量の主な増加をもた

らした年級群の中で最少）以上の加入量が認められた最低水準の親魚量（1982 年度水準の

154 千トン：1981 年以降の最低親魚量）とした（表 4、図 18）。この Blimit 水準以上に親

魚量を維持している場合、2000 年級群以上の加入量が期待できると想定される。なお、2009

年度の親魚量である 238 千トンは、Blimit よりも 85 千トン高い。 

 

（8）今後の加入量の見積もり 

①再生産成功率の推移 

1981 年以降の再生産成功率（RPS：加入量/親魚量）の経年変化を図 19 に示した。再生

産成功率は 1981 年度以降 2.8～24.9 尾/kg の範囲で増減していた。しかし、1995 年度以前

の平均が 13.3 尾/kg であるのに対して、1996 年度以降の平均は 6.7 尾/kg であり、51%の

水準に低下している。また、1995 年度以前では見られた 20 尾/kg を超える高い値も観察さ

れていない。近年では 2006、2007 年度が 1981 年度以降の最低水準であったが、2008、2009

年度は近年平均よりも高い水準を示した。2009 年度の RPS は前年をやや下回る 8.2 尾/kg

であった。 

 ②資源と海洋環境の関係 

本系群の加入量決定機構と海洋環境の関係については、近年いくつかの報告がなされて

いる。Funamoto （2007）および船本ほか（2007）は、モデルを用いて本系群の加入量と

分布域の表面水温との関係を調べ、本系群の加入量は 2 月の北海道太平洋岸の水温が高い

年に増加することを示した。この原因に関しては未だ不明であるが、水温が高い年には、

ⅰ）仔魚の成長速度が速い、ⅱ）沿岸親潮の勢力が弱く、噴火湾周辺で産卵された卵や仔

魚の内、より多くのものが噴火湾内へ輸送される、ⅲ）仔魚の餌量が多い、などの理由に

よって、卵や仔稚魚期の生き残りが良くなる可能性が示唆されている。また、Shida et al. 

（2007）は、本系群の加入量が 1980 年代には比較的安定して推移していたのに対し、1990

年代には変動が激しかったことに注目し、両年代では本系群の主要な加入ルートが異なっ

ていたと推測している。すなわち、親潮の勢力が強かった 1980 年代には、噴火湾周辺で産

卵された卵や仔稚魚の多くが東北海域に輸送され、そこで若齢期を過ごしたのに対し（噴

火湾－東北海域ルート）、親潮の勢力が弱かった 1990 年代には、噴火湾周辺で産卵された

卵や仔魚の多くが噴火湾内へ輸送され、その後道東海域へ移動してそこで若齢期を過ごし

たと推測している（噴火湾－道東海域ルート）。このことは、本系群の加入ルートが海洋環

境によって柔軟に変化することを示唆しており、これが本系群の資源量が比較的安定して

推移していることに寄与していると推察される。なお、本系群の加入量決定機構と海洋環

境の関係については、資源動向要因分析調査において引き続き検討されている。 
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 ③今後の加入量の仮定 

1996 年度以降の再生産成功率は、それ以前とは異なり、おおむね 10 尾/kg 以下の低い値

で推移していることから、以下の ABC 算定にあたっては、1996 年度以降の RPS を適用し

た。しかし、2009 年度のRPS の推定に用いた 2009年度加入量の推定精度は低いことから、

今後の将来予測等の計算には 1996～2008 年度の平均値（6.7 尾/kg）を用いた。 

 

（9）生物学的管理基準（漁獲係数）と現状の漁獲圧の関係 

F と YPR および%SPR の関係を図 20 に示す（YPR と SPR を求める際の年齢別平均体

重と年齢別選択率は 2005～2009 年度の平均）。現状の F（Fcurrent）を 2005～2009 年度

の平均とすると、Fcurrent は、経験的に適度な漁獲圧である F0.1 や、持続的利用の指標と

なる Fsus や F30%SPR より高くなっていたが、F20%SPR よりは低い値であった。 

 

5．2011 年 ABC の算定 

（1）資源評価のまとめ 

加入量は年変化が大きく、近年では 2003、2005、2008 年級群の豊度が高く、2004、2006、

2007 年級群は低い水準となっている。1995 年度以降、卓越年級として 10 年ぶりに 2005

年級群が出現したが、後続の 2006、2007 年級群の豊度が低いため、2 歳以上資源量は増加

せず、ほぼ横ばい傾向を示したことから、資源水準は中位、動向は横ばいと判断された。

一方で、管理基準となっている親魚量は、1981 年度以降、平均水準で安定して推移し、2009

年度親魚量（238 千トン）も Blimit（154 千トン）を大きく上回っている。今後、環境変

化による大幅な加入の減少などがなければ、親魚量を Blimit 以上に保ち、卓越年級群およ

びこれに準ずる豊度の高い年級群の加入が期待できる状態に資源を管理することで、資源

は持続的に利用できると考えられる。 

 

（2）漁獲シナリオに対応した 2011 年 ABC 並びに推定漁獲量の算定 

ABC 算定のための基本規則の 1- 1）-(1) （使用する情報：親魚量と再生産関係、資源状

態：B≧Blimit）を適用した。親魚量が Blimit を上回っているため、親魚量を Blimit 水準

以上に維持する漁獲シナリオを評価で用いた。2011 年の ABC 算定には、経験的な基準値

である F0.1 と、再生産関係から導かれる基準値である Fsus、現状の漁獲圧の維持の

Fcurrent、および TAC による漁獲制限が実施された 2007、2009 年度を除いた 2005 年度

以降の平均漁獲圧 Fave3-yr を選択し、これらに予防的措置として係数 0.8 を掛けたシナリ

オをそれぞれ算定した（下表）。また、Fcurrent を基準として、0.6Fcurrent～1.4Fcurrent

の範囲で変化させた場合の、漁獲量、資源量および親魚量も下表に示した。将来予測では、

2010 年度以降の再生産成功率を 1996～2008 年度の平均値（6.7 尾/kg）とし、年齢別平均

体重には 2005～2009 年度の平均値を用いた。 なお、2010 年度の漁獲係数は 2005～2009

年の平均とした。推定結果を下表、および図 21 に示す。 
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各漁獲シナリオに対応した漁獲量と資源量の将来予定表 
漁獲シナリオ  漁獲量（千トン）  

 管理基準 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
経験的に適度

な漁獲圧によ

る漁獲 

F0.1 
（F=0.49） 170 155 84 97 114  126  131 

上記の予防的

措置 
0.8F0.1 
（F=0.39） 170 155 69 83 99  113  120 

現状の資源の

維持 
Fsus 
（F=0.77） 170 155 123 130 143  150  144 

上記の予防的

措置 
0.8Fsus 
（F＝0.62） 170 155 102 114 129  139  139 

現状の漁獲圧

の維持 
Fcurrent 
（F=0.90） 170 155 138 140 152  155  146 

上記の予防的

措置 
0.8Fcurrent 
（F=0.72） 170 155 116 124 138  146  143 

2005、2006、
2008年度の平

均漁獲圧の維

持 

 
Fave3-yr 
（F=0.99） 170 155 149 147 157  158  146 

上記の予防的

措置 
0.8Fave3-yr 
（F=0.79） 170 155 125 131 144  151  145 

  資源量（千トン）  
 管理基準 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

経験的に適度

な漁獲圧によ

る漁獲 

F0.1 
（F=0.49） 873 896 900 963 1,012 1,058 1,117

上記の予防的

措置 
0.8F0.1 
（F=0.39） 873 896 900 981 1,052 1,125 1,217

現状の資源の

維持 
Fsus 
（F=0.77） 873 896 900 915 913  901  893 

上記の予防的

措置 
0.8Fsus 
（F＝0.62） 873 896 900 940 964  981  1,005

現状の漁獲圧

の維持 
Fcurrent 
（F=0.90） 873 896 900 896 877  845  817 

上記の予防的

措置 
0.8Fcurrent 
（F=0.72） 873 896 900 924 931  928  932 

2005、2006、
2008年度の平

均漁獲圧の維

持 

 
Fave3-yr 
（F=0.99） 873 896 900 882 852  808  767 

上記の予防的

措置 
0.8Fave3-yr 
（F=0.79） 873 896 900 912 908  892  882 
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  親魚量（千トン）   

 管理基準 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
経験的に適度

な漁獲圧によ

る漁獲 

F0.1 
（F=0.49） 238 274 187 211 294  339  352 

上記の予防的

措置 
0.8F0.1 
（F=0.39） 238 274 187 222 316  371  394 

現状の資源の

維持 
Fsus 
（F=0.77） 238 274 187 183 243  267  263 

上記の予防的

措置 
0.8Fsus 
（F＝0.62） 238 274 187 198 269  303  306 

現状の漁獲圧

の維持 
Fcurrent 
（F=0.90） 238 274 187 173 225  242  234 

上記の予防的

措置 
0.8Fcurrent 
（F=0.72） 238 274 187 189 252  279  277 

2005、2006、
2008年度の平

均漁獲圧の維

持 

 
Fave3-yr 
（F=0.99） 238 274 187 166 213  226  216 

上記の予防的

措置 
0.8Fave3-yr 
（F=0.79） 238 274 187 182 240  263  258 

 

 

 

 

基準値 F 
漁獲量（千トン）  
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

0.6Fcurrent 0.54  170 155 91 104 120  132  134 
0.7Fcurrent 0.63  170 155 103 115 130  140  140 
0.8Fcurrent 0.72  170 155 116 124 138  146  143 
0.9Fcurrent 0.81  170 155 127 133 146  151  145 
Fcurrent 0.90  170 155 138 140 152  155  146 
1.1Fcurrent 0.98  170 155 149 147 157  158  146 
1.2Fcurrent 1.07  170 155 159 153 162  160  145 
1.3Fcurrent 1.16  170 155 168 159 166  162  144 
1.4Fcurrent 1.25  170 155 178 164 169  163  143 

基準値 F 
資源量（千トン）  
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

0.6Fcurrent 0.54  873 896 900 954 993  1,028  1,074 
0.7Fcurrent 0.63  873 896 900 939 961  976  998 
0.8Fcurrent 0.72  873 896 900 924 931  928  932 
0.9Fcurrent 0.81  873 896 900 909 903  885  872 
Fcurrent 0.90  873 896 900 896 877  845  817 
1.1Fcurrent 0.98  873 896 900 883 852  808  768 
1.2Fcurrent 1.07  873 896 900 870 830  775  724 
1.3Fcurrent 1.16  873 896 900 858 808  743  683 
1.4Fcurrent 1.25  873 896 900 847 788  714  646 
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基準値 F 
親魚量（千トン）  
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

0.6Fcurrent 0.54  238 274 187 206 284  325  334 
0.7Fcurrent 0.63  238 274 187 197 267  301  304 
0.8Fcurrent 0.72  238 274 187 189 252  279  277 
0.9Fcurrent 0.81  238 274 187 181 238  260  254 
Fcurrent 0.90  238 274 187 173 225  242  234 
1.1Fcurrent 0.98  238 274 187 166 213  227  216 
1.2Fcurrent 1.07  238 274 187 159 202  213  200 
1.3Fcurrent 1.16  238 274 187 153 192  200  186 
1.4Fcurrent 1.25  238 274 187 147 183  188  173 

 

 

（3）加入量の不確実性を考慮した検討、シナリオの評価 

RPSの変動が漁獲量と親魚量の動向に与える影響を見るために、1996～2008年度のRPS

が 2010 年度以降重複を許してランダムに現れるという条件の下で、2011 年度以降の F を

前述の4通りのシナリオとその予防的処置の計8パターンでシミュレーションを行い（2010

年度の F は常に Fcurrent）、2010 年度以降の漁獲量、資源量、親魚量を予測した。1000

回試行した結果を下表に示した。また前述の 4 通りのシナリオの他に、1.2Fcurrent でシミ

ュレーションを行った結果を図 22 に示した。 

各シナリオによるシミュレーションとも、選択される RPS の影響により変動幅は大きい。

F0.1 で漁獲した場合、親魚量の平均値は 2012 年度以降急激に増加し、Blimit を上回る水

準で推移していた。Fsus での漁獲の場合も 2012 年度以降、親魚量が増加し、200 千トン

を上回る水準で推移する。5 年後または 10 年後に親魚量が常に Blimit を上回る率は、それ

ぞれ 100%および 95%であった。Fcurrent で漁獲した場合、親魚量は 2010 年度以降緩や

かに減少するが、Blimit を下回ることはなく、2013 年度から増加していた。5 年後または

10 後に親魚量が常に Blimit を上回る率は、それぞれ 100%および 77%であった。Fave3-yr

でも親魚量は 2012 年度まで減少していくが、2013 年度以降増加に転じる。5 年後または

10 年後に親魚量が常に Blimit を上回る率は、それぞれ 96%および 55%であった。 
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漁獲シナリオ 
（管理規準） 

F 値 
（Fcurrent
との比較） 

漁獲

割合

将来漁獲量 評価 

2011 年度

ABC 5 年後 
(80%区間）

5 年平均

Blimit を
維持 

（5 年後）

Blimit を 
維持 

（10 年後） 

経験的に適度な

漁獲圧による漁

獲＊ 
（F0.1） 

0.49 
（0.55 

Fcurrent） 
9%

110 千トン

～   

158 千トン

110 千トン 100% 100% 84 千トン

経験的に適度な

漁獲圧による漁

獲（F0.1） 
に予防的処置＊ 
（0.8F0.1） 

0.39 
 （0.44 

Fcurrent） 
8%

102 千トン

～   

142 千トン

97 千トン 100% 100% 69 千トン

資源量の維持＊ 
（Fsus） 

0.77 
（0.86 

Fcurrent） 
14%

118 千トン

～   

179 千トン

138 千トン 100% 95% 123 千トン

資源量の維持 
（Fsus） 
に予防的処置＊ 
（0.8Fsus） 

0.62 
（0.69 

Fcurrent） 
11%

115 千トン

～   

170 千トン

125 千トン 100% 100% 102 千トン

現状の漁獲圧の

維持＊ 
（Fcurrent） 

0.90 15%
117 千トン

～   

182 千トン

146 千トン 100% 77% 138 千トン

現状の漁獲圧の

維持＊ 
（Fcurrent）に

予防的処置 
（0.8Fcurrent） 

0.72 
（0.80 

Fcurrent） 
13%

116 千トン

～   

174 千トン

133 千トン 100% 99% 116 千トン

2005、2006、2008
年度の平均漁獲圧

の維持＊ 
（Fave3-yr） 

0.99 
（1.1 

Fcurrent） 
17%

116 千トン

～   

182 千トン

151 千トン 96% 55% 149 千トン

2005、2006、2008
年度の平均漁獲圧

の維持 
（Fave3-yr）に予

防的措置＊ 
（0.8Fave3-yr） 

0.79 
（0.89 

Fcurrent） 
14%

118 千トン

～   

178 千トン

139 千トン 100% 94% 125 千トン

コメント 
・近年の加入量は大きく変動し、1996 年以降の再生産成功率も以前に比べ低い。 
・ABC 算定のための基本規則 1-1)-(1)を用いた。 
・2006 年度に設定された中期的管理方針では「近年の海洋環境等が資源の増大に好適な

状態にあるとは認められない。このため、太平洋系群については、資源の回復を基本方

向としつつも、回復のための措置が関係漁業者の経営に大きな影響をあたえる場合には

資源水準を維持する等回復のスピードに十分配慮して、管理を行うものとする。」とさ

れており、当方針に合致するのは＊である。 
・近年の親魚水準は 1996 年度以降の平均水準を維持していると推定されるが、再生産

成功率が低下していることから、現状以上の漁獲圧をかけることを制限すべきである。

 Fcurrent（現状の漁獲圧）は、2005～2009 年度の平均値を用い、8 歳以上をまとめたプ

ラスグループの値で示した。Fave3-yr に用いた 2005、2006、2008 年度は近 5 年間で TAC

による操業停止（沿岸）がなかった年度。漁獲割合は漁獲量／資源量。ABC は不確実性が
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特に高い最近年（2009 年度）を除く近年（1996～2008 年度）の再生産成功率（RPS）の

平均値のもとで算定。将来漁獲量並びに評価値は、同期間の再生産成功率（RPS）値から、

ランダムサンプリングするシミュレーション（1000 回試行）により算定。将来漁獲量の 5

年後は 2015 年度、5 年平均は 2011～2015 年度、評価の 5 年後は 2015 年度、10 年後は 2020

年度を示す。 

 

（4）ABC の再評価 

 

評価対象年 

（当初・再評価） 

管理 

基準 

F 値 資源量

（千トン）

ABClimit

（千トン）

ABCtarget 

（千トン） 

漁獲量 

（千トン）

2009 年（当初） F29%SPR 0.76 716 122 102  

2009 年（2009 年再評価）Fcurrent 0.75 781 148 123  

2009 年（2010 年再評価）Fcurrent 0.90 873 162 135 170 

2010 年（当初） Fcurrent 0.75 739 130 108  

2010 年（2010 年再評価）Fcurrent* 0.90 896 155 130  

TAC 設定の根拠となったシナリオについて行った。 

 

2009 年（当初）は 20 年度報告に記載。2009 年（2010 年再評価）並びに 2010 年（当初）

は 21 年度報告記載。なお、当系群は年度（4 月～翌年 3 月）評価。2009 年（2010 年再評

価）は、今年度再計算結果の得られた 2009 年の資源尾数より算定した。2010 年度以降の

RPS は 1996～2008 年の平均値、年齢別体重は 2005～2009 年の平均値により算定した。

2010 年（2010 年再評価）は、今年度再計算結果の得られた 2009 年の資源尾数、漁獲係数

と漁獲尾数により算定した。2010 年度以降の RPS は 1996～2008 年の平均値、年齢別体重

は 2005～2009 年の平均値により算定した。詳細は補足資料 6 を参照のこと。 

2009、 2010 年度の再評価では、資源尾数（資源量）、ABC が共に増大している。両年

度の評価において、資源解析結果を大きく変化させる要因と考えられるのは、Fcurrent 値、

2005 年級群および 2008 年級群の資源水準の上方修正である。Fcurrent は当初、0.75 前後

の値と算出されていたが、2009 年度の漁獲データ等を追加し再評価した結果、2008 年度以

前の F 値が上方修正され、そのため Fcurrent も 0.90 になった。資源量が大きく増加する

要因となった 2005、2008年級群については、2009年度漁期における 1歳魚（2008年級群）、

昨年度評価以降追加 
されたデータセット 

修正・更新された数値 

2008 年度漁獲量確定値 2008 年度漁獲量の確定  
2009 年度年齢別・年別

漁獲尾数・資源量指数 
 

2009 年度までの年齢別資源尾数、再生産成功率、年齢別漁獲係

数、年齢別選択率 
将来予測における加入量推定値、年齢別資源尾数、年齢別選択

率、現状維持を目指す水準 
2009 年度年齢別体重 F0.1、%SPR 
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4 歳魚（2005 年級群）の漁獲量が、前年度を大きく上回る水準であった事などから、再計

算の結果、両年級群とも資源量が上方修正された。なお、近年の評価で資源量の再評価値

が上方修正され続けているのが 2005 年級群である。この年級群は 0 歳魚、1 歳魚時点での

漁獲尾数が多くなく（図 10）、現存量調査における 1 歳魚、2 歳魚現存量も他の年級を上回

る水準ではなかったため（図 9）、当初の評価（2006 年度評価）では近年の平均を下回る年

級群と推定されていた。この 2005 年級群は 2 歳秋（2007 年度漁期）以降より漁獲量が増

加し、その結果、以後の再評価で当年級群の資源豊度は上方修正されてきた。しかし、2 歳

魚（2007 年度漁期）、3 歳魚（2008 年度漁期）までの漁獲情報（沖底年齢別 CPUE など）

では 2000 年級群を上回る指標が得られなかった事から、2008 年度までの評価では 2000

年級群以下の資源豊度と推定されていた。本年度の評価では、2009 年漁期の漁獲情報から

2000 年級群を上回る指標が得られたため、資源解析結果では 1995 年級群以来となる卓越

年級群（2000 年級群を上回る水準）と判断された。この 2005 年級群は調査船による調査

結果や漁獲動向から、若齢期の分布生態が 1995 年級群や 2000 年級群などの卓越年級群や

高豊度年級群と異なっていた可能性があり、2008 年度以前の評価では、その資源豊度を正

しく評価する事は困難であったと思われる。 

 

6．ABC 以外の管理方策への提言 

スケトウダラ音響調査により、1、2 歳魚の現存量が推定可能となったことから、卓越年

級群の発生を早期に把握し、それらを有効利用するような管理を行える可能性がある。 

ABC は、資源の年齢構成に応じて算定されるため、同じ値であっても、想定している漁

獲が若齢魚主体の場合や、高齢魚主体の場合などが存在する。実際の漁獲が想定と大きく

異なった場合、ABC 算定の際の将来予測と異なる結果となり、資源管理に支障をきたす恐

れがある。そのため、予測された漁獲物の年齢構成などに応じて、漁業・海域別に TAC を

設定する必要がある。2011 年度の ABC（ここでは Fcurrent）で想定している年齢別の漁

獲尾数および漁獲重量を次表に示す。 

 

年齢 0  1  2 3 4 5 6 7  8+＊ 合計

漁獲尾数 
（百万尾） 

26.7 18.9 34.3 75.5 39.6 26.7 82.7 14.5  15.6 334.5

漁獲重量 
(千トン) 

1.0 2.1 7.3 26.2 17.8 14.0 48.9 9.6 11.2 138.1

＊8歳以上をまとめたプラスグループ。 

 

なお、北海道では未成魚保護のため、資源管理協定に基づく体長制限（体長 30cm または

全長 34cm）が実施されている。制限体長未満の個体が漁獲物の 20%を超える場合には、漁

場移動などの措置を講じることとなっている。 
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（%）

1981 93.3 1,312 188 46.6 22 24.9 0.22

1982 83.0 1,378 154 29.3 18 19.0 0.24

1983 67.6 1,397 222 20.8 20 9.4 0.14

1984 61.8 1,348 259 19.2 21 7.4 0.16

1985 56.0 1,232 255 17.1 22 6.7 0.22

1986 56.7 1,114 272 24.1 19 8.9 0.24

1987 57.2 1,071 281 24.7 25 8.8 0.28

1988 57.9 988 235 26.9 26 11.5 0.26

1989 58.9 1,010 182 26.8 21 14.7 0.20

1990 51.6 968 161 17.3 19 10.7 0.19

1991 60.8 935 158 30.1 19 19.1 0.14

1992 53.6 933 197 16.1 19 8.1 0.13

1993 51.7 1,008 209 17.8 18 8.5 0.14

1994 64.7 958 197 32.2 21 16.3 0.13

1995 94.5 1,116 218 54.1 18 24.8 0.08

1996 70.2 1,176 200 9.3 13 4.6 0.09

1997 55.7 1,246 214 9.4 17 4.4 0.17

1998 46.7 1,144 234 12.0 23 5.1 0.22

1999 41.2 1,046 323 13.5 24 4.2 0.19

2000 52.8 947 327 27.8 22 8.5 0.12

2001 49.7 1,185 224 16.4 11 7.3 0.07

2002 43.7 1,119 182 10.5 10 5.7 0.07

2003 51.5 949 187 22.0 15 11.8 0.11

2004 44.3 904 228 11.2 20 4.9 0.13

2005 61.3 1,061 247 32.8 15 13.3 0.08

2006 46.4 1,039 222 6.3 14 2.8 0.10

2007 39.1 953 211 8.4 16 4.0 0.12

2008 48.6 876 220 23.0 18 10.5 0.10

2009 51.4 873 238 19.6 19 8.2 0.12

年度
F加重

平均

資源量

（千トン）

資源尾数

（億尾）

親魚量

（千トン）

加入量

(0歳魚)

（億尾）

再生産

成功率

（尾/kg）

漁獲割合

 

表 4．資源解析結果 
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図 1．スケトウダラ太平洋系群の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．回遊と漁場 
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図 12．年齢別資源尾数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13．年齢別資源重量 
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補足資料 2 資源量推定法 

（1）ステップ 1 

まず、コホート解析により、最近年度の年齢別選択率（年齢別 F の最高値で各年齢の F

を除した値）を求めた。 

使用した年齢別漁獲尾数（補足資料 5）は、各海域における漁獲物の年齢組成や漁獲量を

基に算出した。ただし、韓国船の漁獲物組成に関しては、日本の沖底船と漁場が重なるた

め、日本の沖底船のそれと同じとした。3 歳以上の M は、道東海域における沖底の CPUE

と漁獲努力量を基に、Widrig（1954）の方法により算出した（下表）。一方、3 歳未満の M

は、一般に若齢魚の M が高齢魚のそれよりも高いことを考慮して算出した。 

 

年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8+ 

M 0.4 0.35 0.3 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 

 

最近年度の F は、過去 5 年間（2004～2008 年度）の平均とした。ただし、6 歳魚以上に

ついては下記理由により異なる値を用いた。2009 年度漁期後半における襟裳以西海域の沿

岸漁業（主に刺し網）は、TAC 数量消化にともなう操業停止が行われた。近年、襟裳以西

海域の刺し網などでは、漁期後半に高齢魚の割合が高くなる傾向があるため、2009 年度の

操業停止により高齢魚の漁獲率（選択率）が大きく減少したと予測された。事実、2009 年

度の 6 歳魚以上（2003 年級群以前が対象）の漁獲尾数は前年比 71％にまで減少した。2008

年度以前の評価で推定されていた 2003 年級群以前の資源豊度から考慮して、2009 年度漁

期の漁獲尾数減少は漁獲率（選択率）の低下が主要因であると考えられた。2009 年度に見

られた大規模な操業停止はこれまでなかった事から、6 歳魚以上の選択率が近年（1996 年

以降）の最低水準になるように最近年度の F を選択し資源計算を行った（1997 年度の F 値

を使用）。なお、8+歳魚の F は 7 歳魚と等しいとした。 

最近年度以外の F は、下式より推定した。 

Fa,y=-ln(1-Ca,yexp(Ma/2)/Na,y) 

ここで、Fa,yは y 年度の a 歳魚の F、Ca,yは y 年度の a 歳魚の漁獲尾数、Na,yは y 年度の

a 歳魚の資源尾数、Maは a 歳魚の M である。 

最近年度の年齢別資源尾数は、下式より推定した。 

Na,y=Ca,yexp(Ma/2)/(1-exp(-Fa,y)) 

最近年度以外の年齢別資源尾数の内、6 歳以下のそれらは、Pope（1972）の近似式より

推定した。一方、7 歳魚と 8+歳魚のそれらは、平松（1999）の式より推定した（下式）。 

N7,y=(C7,y/(C8+,y+C7,y))N8+,y+1exp(M)+C7,yexp(M/2) 
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1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
2歳 3,650 953 4,020 1,291 1,203 2,389 9,040 450 1,776 1,177
3歳 1,662 1,963 648 2,076 688 329 3,606 5,173 959 875
4歳 1,159 1,447 733 724 1,909 488 818 2,906 8,255 1,298
5歳 472 915 538 501 809 732 256 662 1,711 4,099
6歳 103 262 287 234 553 259 238 181 517 646
7歳 25 42 100 62 334 146 104 175 207 126

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
2歳 613 4,999 517 565 1,264 152 2,217 224 598
3歳 630 1,329 7,395 2,310 1,221 2,496 672 5,338 926
4歳 570 759 1,608 3,426 2,733 1,585 2,717 1,938 4,800
5歳 893 646 786 838 2,543 1,407 1,150 2,780 1,001
6歳 2,132 747 320 369 765 1,305 998 661 1,023
7歳 636 1,921 276 198 464 542 498 518 144

CPUE（千尾/網）

CPUE（千尾/網）

N8+,y=(C8+,y/(C8+,y+C7,y))N8+,y+1exp(M)+C8+,yexp(M/2) 

（2）ステップ 2 

 ステップ 1 で得られた最近年度の年齢別選択率を基に、最近年度の F を調節し、VPA の

結果がチューニング指数に最も適合するようにした。具体的には、北海道太平洋海域にお

ける 1 歳魚の現存量と北海道根拠の沖底の年齢別 CPUE（2～7 歳：下表）をチューニング

指数とし、これら両チューニング指数に関する目的関数の和（SSQ：下式）を最小にする

ように、最近年度の F を調節した。なお、チューニング指数としては、「4（2）資源量指標

値の推移」内の表で示した 1 歳魚の現存量と、下表に示す 2～7 歳の年齢別 CPUE をすべ

て用いた。ただし、1 歳魚の現存量に関して、2005 年級群のデータはチューニングから削

除している。この年級群に関しては、調査時における分布様式や漁獲状況、さらにロシア

水域における情報等から、現存量調査を行った時期には調査海域外に多く分布していたこ

とが推測されている。そのため、調査結果が過小推定となっていると考えられることから、

解析からは削除している。下表に本年度のチューニングに用いた年齢別 CPUE を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、I1,y は y 年度の 1 歳魚の現存量、Xa,y は y 年度の a 歳魚の CPUE、Ba,y は y

年度の漁期中央における a 歳魚の資源尾数、q は 1 歳魚、Qa は a 歳魚の比例係数、δは 1

歳魚、Δa は a 歳魚の回帰式の切片である。また、現存量の項と CPUE の項をほぼ等ウエイ

トにするために、現存量の項に関にしてはデータ年数である 7 で割り、CPUE の項につい

ても同様にデータ年数である 19 で割った。ここで用いたチューニング指数には、2009 年

級群の 0 歳魚をチューニングする指数は含まれていない。よって、北海道太平洋海域にお

ける1歳魚の現存量とチューニングVPAにより推定された1歳魚の資源尾数との関係式（補

足資料 4）から、まず 2009 年級群の 1 歳魚の資源尾数を算出し、さらにその値を基に、VPA

∑∑ Δ+−++−=
ya ayaayay yy BQXqNISSQ

,

2
,,

2
,1,1 19/))ln()(ln(7/))ln()(ln( δ

スケトウダラ太平洋系群-33-

-440-



 
 

 

の後退法により 2009 年級群の 0 歳魚の資源尾数を推定した。 

資源量や親魚量などを推定する際に用いる年齢別平均体重として、体重データが存在す

る 1989 年度以降に関しては、年別の値を用いる（下表）。また、体重データが存在しない

1988 年度以前に関しては、1989～1993 年度の平均を用いる。 

 

  体重（g） 

年齢 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990
0 31  31  31  31 31 31 31 31  27  25 
1 106  106  106  106 106 106 106 106  109  96 
2 267  267  267  267 267 267 267 267  332  284 
3 405  405  405  405 405 405 405 405  453  419 
4 490  490  490  490 490 490 490 490  492  539 
5 564  564  564  564 564 564 564 564  585  618 
6 639  639  639  639 639 639 639 639  682  662 
7 789  789  789  789 789 789 789 789  819  820 

8+ 1001  1001  1001  1001 1001 1001 1001 1001  879  1030 

  体重（g） 
年齢 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

0 29  30  42  33 28 29 32 41  37  53 
1 95  94  138  79 106 89 85 121  158  97 
2 246  248  227  264 222 221 201 258  288  305 
3 409  400  343  338 397 368 338 325  349  424 
4 452  464  502  434 525 485 452 394  447  463 
5 529  538  548  526 536 557 541 472  529  523 
6 594  612  645  606 591 632 639 500  609  589 
7 806  718  781  686 641 582 738 605  691  647 

8+ 1024  841  1231  889 782 814 869 701  780  775 

  体重（g） 
年齢 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 

0 42  49  32  42 42 40 43 32  30  
1 239  155  76  87 155 157 81 91  107  
2 306  301  214  210 265 181 241 189  189  
3 467  461  384  340 422 358 316 345  299  
4 538  565  470  459 460 453 457 416  446  
5 581  586  518  509 525 527 527 511  548  
6 623  639  626  579 575 594 599 612  590  
7 673  705  684  645 625 642 665 682  700  

8+ 754  824  766  757 719 712 720 725  687  

 

成熟割合については、下表に示した値を用いた。 

 

年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8+ 

 成熟割合（%） 0 0 0 20 80 90 100 100 100 

 

チューニング VPA に用いた年齢別漁獲尾数や算出された F 値、年齢別資源尾数などを補

足資料 5 に示した。 
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付図 4．道東沿岸域におけるスケトウダラ
幼魚主要捕食者アブラガレイ（赤：左目盛）
およびオクカジカ（青：右目盛）の年別豊
度時系列 付図 3 における各集計期間の
平均値を示した。 

ら、ここでは豊度指標として各月の採集における CPUE の最大値を示した（付図 3）。 

 

 

 

 

 

付図 3．道東沿岸域におけるスケトウダラ幼魚主要捕食者アブラガレイ（赤）およびオクカ

ジカ（青）の豊度時系列 各月の複数の採集深度で最大の漁獲量を抽出した。2006 年以

降の前半は調査を実施していない。横軸近傍の影付けは付図 4 および本文における集計

期間を示す。 

 

2003、 2004 年級が加入した両年秋季〜翌年夏季には両種とも高い豊度を示し、各年 8

月〜翌年 7 月までで集計した平均豊度は各々41.5 および 36.8 kg/網であった（付図 4）。そ

の後の 3 年間は調査機会が限られているものの、特にアブラガレイの豊度が、各年 8 月〜

翌年 7 月までで集計した平均で 12.9〜16.4 kg/網と低かった。しかし 2009 年には 57.7kg/

網と過去最高値を示している。オクカジカの平均豊度は 2003 年以降、約 50〜70kg/網で推

移しているが、2008 年には 129kg/網と高い豊度を示した。但し、本種の食性に占めるスケ

トウダラ幼魚の割合には地点毎による変異も大きいため、捕食圧の評価には胃内容物分析結

果を待つ必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マダラもスケトウダラ幼魚の重要な捕食者だが、当調査で使用する小型漁具では採集能力

が不充分なため、漁獲統計により豊度推定している。9 月～翌年 6 月を集計単位とすると、

本種は 2006 年以降 300kg/網程度以上の高水準にある（付図 5）。食性に占めるスケトウダ

ラ幼魚の割合は 40〜50％程度と比較的高い(Yamamura et al. 1993)。そのため、マダラに

起因するスケトウダラ幼魚の被食死亡は近年高水準にあると考えられる。 

付図 5．道東沿岸域において操業する沖合
底曳網漁船のマダラ CPUE 時系列 当
該年 9 月〜翌年 6 月を集計単位とし、無
漁網も計算に含めた。 
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本年度評価より用いた北海道太平洋海域（渡島半島東部～根室半島）の年齢別現存量は、

4-（2）項で示した。2009 年の調査で推定された 1 歳魚（2009 年級）は前年（2008 年級）

に比べ大きく増加し、2.85 億尾（前年比 152%）であった。一方、2 歳魚（2008 年級）の

現存量は前年をやや上回る 0.72 億尾（前年比 133%）であった。近年で最も加入水準が高

いと推定される 2005 年級群と比較した場合、2009 年級群の 1 歳魚は 103%、2008 年級群

の 2 歳魚は 30%の水準であった。2006 年級群（2007 年調査）～2009 年級群（2010 年調

査）の各 1 歳時点での分布状況を付図 6 に示した。資源解析から豊度が低いと推定された

2006、2007 年級群は、いずれも現存量が少なく、分布範囲も狭くなっていた。2008 年級

群は日高海域を中心に分布する一方で、道東海域にも分布が見られる。なお、近年で最も

豊度が高いと推定されている 2005 年級群は、道東海域では少なく、襟裳以西海域に主分布

域が見られていた。しかし、2005 年級群に関しては、北方 4 島海域に高い豊度で分布して

いたとの報告もあることから（水戸 2007）、1 歳時に分布が襟裳以西海域と北方 4 島海域

に大きく 2 分されていた可能性が示唆される。 

 

4．新規加入量調査 

（1）マダラ・スケトウダラ新規加入量調査（東北水研：4 月） 

東北海域におけるスケトウダラ 1 歳魚の分布量を明らかにし、新規加入量水準の評価を

行うこと、および底魚類の分布と生息環境の関係を把握する事を目的とし、下北半島東部

～房総半島までの東北・関東太平洋岸において、主に着底トロールを用いた底魚類採集試

験を実施している。下表に調査から推定された東北以南太平洋沿岸域におけるスケトウダ

ラ 1 歳魚の現存量を示した。また資源解析により算定された年級群加入量との関係を付図 7

に示した。 

東北海域の 1 歳魚現存量と本系群の 1 歳魚資源尾数との間には正の相関が見られるが、

その残差は大きい。また近年では豊度の高い 2003、2005 年級群に関して、東北海域での分

布量が少ないことが示されている。一方、2006 年級群の現存量は、2002 年以降では最も高

い水準であったが、近年で最も豊度の高い 2000 年級群と比較すると 46%の水準にとどまっ

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年級 分布量（1 歳魚：百万尾） 年級 分布量（1 歳魚：百万尾） 
2000 194.1    2005 63.5      
2001 130.1    2006 89.5      
2002 8.6    2007 4.6      
2003 55.1    2008 68.6      
2004    20.4                
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4,

88
5

25
4,

22
7

20
9,

90
1

年
齢

別
漁

獲
重

量
( ト

ン
)

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

0 歳
26

4
27

9
3,

71
3

11
7

1,
39

5
1,

04
0

25
1

33
4

2,
48

8

1 歳
3,

82
0

3,
94

3
21

9
89

5
1,

85
9

4,
50

2
89

0
33

6
2,

54
3

2 歳
7,

78
6

29
,7

63
3,

15
3

5,
67

1
9,

76
9

3,
03

4
20

,9
29

1,
14

8
3,

58
0

3 歳
9,

33
7

10
,5

07
63

,9
32

28
,1

32
13

,1
38

24
,9

34
7,

67
3

41
,2

12
7,

52
3

4 歳
11

,7
09

8,
12

8
24

,8
19

74
,0

83
36

,1
63

20
,9

92
40

,2
51

18
,4

28
83

,6
20

5 歳
21

,7
75

8,
99

4
18

,1
75

31
,0

37
48

,4
95

30
,5

68
29

,5
33

41
,7

62
35

,6
24

6 歳
46

,6
60

10
,7

91
12

,2
52

24
,6

00
24

,8
50

31
,5

17
29

,2
51

23
,5

57
24

,9
94

7 歳
16

,1
18

23
,6

71
7,

85
3

10
,8

49
13

,2
48

16
,1

46
17

,4
62

16
,6

32
4,

40
2

8+
歳

12
,6

76
12

,8
99

12
,8

06
5,

52
4

8,
91

3
10

,1
08

6,
95

9
10

,9
67

4,
82

8

合
計

13
0,

14
5

10
8,

97
4

14
6,

92
0

18
0,

90
8

15
7,

83
0

14
2,

84
1

15
3,

19
8

15
4,

37
7

16
9,

60
4

                      

年
齢

別
漁
獲
重
量
は
年
齢
別
漁
獲
尾
数
と
年
齢
別
平

均
体
重

を
基
に

算
出
さ

れ
た

値
で

あ
り

実
際
の

漁
獲
量

と
は
異

な
る

場
合

が
あ

る
。
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Ｆ
マ

ト
リ

ッ
ク

ス

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

0 歳
0.

16
8

0.
17

3
0.

01
7

0.
00

3
0.

13
6

0.
31

5
0.

29
6

0.
23

7
0.

18
8

0.
13

4

1 歳
0.

19
7

0.
35

7
0.

03
5

0.
02

3
0.

16
7

0.
03

0
0.

20
9

0.
13

2
0.

10
3

0.
16

1

2 歳
0.

04
6

0.
10

3
0.

23
0

0.
08

5
0.

20
5

0.
06

6
0.

05
2

0.
09

6
0.

07
6

0.
22

7

3 歳
0.

15
2

0.
03

5
0.

12
4

0.
21

3
0.

21
4

0.
13

2
0.

19
7

0.
21

4
0.

19
5

0.
10

0

4 歳
0.

60
1

0.
45

0
0.

34
3

0.
47

8
0.

28
2

0.
32

2
0.

38
2

0.
56

8
0.

55
6

0.
18

4

5 歳
1.

31
9

0.
59

3
0.

76
3

0.
85

5
0.

67
8

0.
55

2
0.

69
5

0.
82

0
0.

90
6

0.
78

3

6 歳
1.

49
1

0.
84

7
1.

01
5

1.
24

5
0.

95
1

0.
74

6
0.

90
6

1.
03

0
0.

97
9

0.
93

7

7 歳
2.

20
7

0.
85

7
1.

21
1

1.
15

0
0.

91
5

0.
70

8
0.

97
1

0.
98

8
0.

74
8

1.
45

2

8+
歳

2.
20

7
0.

85
7

1.
21

1
1.

15
0

0.
91

5
0.

70
8

0.
97

1
0.

98
8

0.
74

8
1.

45
2

加
重

平
均

0.
21

8
0.

23
9

0.
14

3
0.

15
7

0.
22

3
0.

23
6

0.
28

5
0.

25
8

0.
20

4
0.

19
2

Ｆ
マ

ト
リ

ッ
ク

ス

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

0 歳
0.

02
8

0.
01

5
0.

02
0

0.
02

1
0.

01
6

0.
01

1
0.

00
9

0.
06

5
0.

00
6

0.
01

2

1 歳
0.

13
6

0.
06

2
0.

04
3

0.
03

8
0.

04
4

0.
03

9
0.

04
0

0.
05

7
0.

07
4

0.
01

6

2 歳
0.

32
7

0.
13

5
0.

25
6

0.
27

5
0.

15
9

0.
14

9
0.

21
3

0.
10

4
0.

15
4

0.
09

5

3 歳
0.

19
1

0.
25

3
0.

12
7

0.
37

8
0.

14
6

0.
07

1
0.

21
9

0.
28

8
0.

10
7

0.
16

9

4 歳
0.

20
1

0.
32

2
0.

20
1

0.
34

5
0.

48
3

0.
22

5
0.

20
0

0.
49

9
0.

43
0

0.
37

6

5 歳
0.

53
2

0.
60

9
0.

43
0

0.
44

4
0.

61
8

0.
42

8
0.

25
5

0.
41

4
0.

54
2

0.
66

8

6 歳
1.

03
3

0.
75

2
0.

72
3

0.
36

5
0.

67
0

0.
45

7
0.

27
8

0.
34

3
0.

52
4

0.
62

9

7 歳
0.

65
5

0.
48

5
0.

56
3

0.
21

4
0.

60
2

0.
55

2
0.

51
2

0.
59

6
0.

63
7

0.
71

8

8+
歳

0.
65

5
0.

48
5

0.
56

3
0.

21
4

0.
60

2
0.

55
2

0.
51

2
0.

59
6

0.
63

7
0.

71
8

加
重

平
均

0.
14

0
0.

12
7

0.
13

6
0.

12
6

0.
08

1
0.

08
7

0.
16

6
0.

22
3

0.
19

1
0.

12
2

Ｆ
マ

ト
リ

ッ
ク

ス

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

0 歳
0.

00
5

0.
00

7
0.

06
5

0.
00

3
0.

01
3

0.
05

2
0.

00
8

0.
00

6
0.

05
3*

1 歳
0.

01
0

0.
02

8
0.

00
5

0.
00

9
0.

01
9

0.
01

6
0.

03
3

0.
00

8
0.

01
9

2 歳
0.

04
7

0.
09

4
0.

02
3

0.
06

6
0.

04
5

0.
03

9
0.

06
9

0.
02

6
0.

05
8

3 歳
0.

07
0

0.
06

0
0.

24
5

0.
18

9
0.

11
0

0.
12

3
0.

07
8

0.
13

9
0.

15
6

4 歳
0.

15
5

0.
07

0
0.

20
4

0.
42

4
0.

29
4

0.
25

2
0.

23
8

0.
21

0
0.

35
8

5 歳
0.

52
3

0.
16

3
0.

25
8

0.
41

0
0.

49
2

0.
39

1
0.

58
7

0.
38

6
0.

58
0

6 歳
0.

68
7

0.
50

6
0.

34
3

0.
61

2
0.

61
8

0.
63

1
0.

72
8

1.
22

0
0.

37
6

7 歳
0.

76
8

0.
84

1
0.

85
7

0.
59

9
0.

77
8

1.
02

0
0.

82
0

1.
16

1
0.

69
5

8+
歳

0.
76

8
0.

84
1

0.
85

7
0.

59
9

0.
77

8
1.

02
0

0.
82

0
1.

16
1

0.
69

5

加
重

平
均

0.
06

9
0.

07
5

0.
10

9
0.

12
6

0.
08

0
0.

10
0

0.
12

4
0.

10
0

0.
12

0

                      

*北
海

道
太
平
洋
海
域
に
お
け
る

1
歳
魚
の
現
存
量

を
基
に

推
定
し

た
（
補

足
資

料
2、

4）
。
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年
齢

別
資

源
尾

数
（

千
尾

）

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

0 歳
4,

66
4,

56
4

2,
92

9,
18

6
2,

07
5,

52
8

1,
91

9,
86

3
1,

71
4,

67
6

2,
41

4,
90

7
2,

47
4,

87
5

2,
69

4,
62

1
2,

67
5,

12
2

1,
72

8,
36

6

1 歳
2,

27
1,

20
4

2,
64

2,
39

0
1,

65
1,

12
2

1,
36

7,
42

7
1,

28
2,

50
1

1,
00

3,
50

1
1,

18
1,

92
7

1,
23

3,
69

3
1,

42
5,

00
0

1,
48

6,
36

7

2 歳
94

6,
66

9
1,

31
4,

87
4

1,
30

3,
41

0
1,

12
3,

74
4

94
1,

28
8

76
4,

90
9

68
6,

15
2

67
5,

72
2

76
1,

93
3

90
5,

57
9

3 歳
80

9,
63

1
66

9,
61

9
87

8,
51

8
76

6,
83

5
76

4,
28

7
56

8,
33

8
53

0,
44

8
48

2,
55

2
45

4,
72

7
52

3,
27

5

4 歳
33

9,
21

5
54

1,
66

5
50

3,
32

9
60

4,
60

7
48

2,
62

0
48

0,
42

4
38

7,
77

5
33

9,
32

3
30

3,
34

5
29

1,
31

3

5 歳
19

1,
80

1
14

4,
80

6
26

8,
96

6
27

8,
18

6
29

1,
88

0
28

3,
60

8
27

1,
21

1
20

6,
18

4
14

9,
73

4
13

5,
43

4

6 歳
67

,8
51

39
,9

54
62

,3
31

97
,6

32
92

,1
67

11
5,

42
5

12
7,

21
5

10
5,

45
4

70
,7

02
47

,1
38

7 歳
33

,7
55

11
,8

95
13

,3
34

17
,5

95
21

,8
86

27
,7

25
42

,6
44

40
,0

51
29

,3
32

20
,6

80

8+
歳

2,
31

7
3,

09
2

4,
95

6
4,

24
5

5,
38

6
8,

50
5

13
,8

93
16

,6
74

16
,4

48
16

,8
68

合
計

9,
32

7,
00

9
8,

29
7,

48
0

6,
76

1,
49

3
6,

18
0,

13
3

5,
59

6,
69

2
5,

66
7,

34
1

5,
71

6,
14

0
5,

79
4,

27
5

5,
88

6,
34

4
5,

15
5,

02
0

年
齢

別
資

源
尾

数
（

千
尾

）

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

0 歳
3,

01
4,

14
4

1,
60

7,
10

8
1,

77
5,

86
1

3,
22

2,
36

1
5,

40
6,

58
9

92
8,

76
1

93
8,

25
3

1,
19

6,
99

8
1,

35
1,

34
5

2,
78

4,
41

8

1 歳
1,

01
3,

09
3

1,
96

4,
68

7
1,

06
0,

83
9

1,
16

6,
93

8
2,

11
4,

51
4

3,
56

6,
48

9
61

6,
02

3
62

3,
55

2
75

1,
93

8
90

0,
48

6

2 歳
89

1,
98

2
62

2,
83

1
1,

30
1,

89
7

71
5,

82
6

79
1,

86
5

1,
42

6,
12

1
2,

41
6,

10
6

41
7,

03
2

41
5,

03
3

49
1,

97
3

3 歳
53

4,
38

6
47

6,
63

9
40

3,
19

3
74

6,
63

4
40

2,
97

1
50

0,
49

8
91

0,
08

4
1,

44
6,

09
0

27
8,

51
5

26
3,

54
6

4 歳
36

8,
62

0
34

3,
91

7
28

8,
22

0
27

6,
56

6
39

8,
34

8
27

1,
07

0
36

3,
11

3
56

9,
48

8
84

4,
23

6
19

4,
86

1

5 歳
18

8,
80

4
23

4,
78

7
19

4,
13

0
18

3,
51

0
15

2,
51

0
19

1,
30

9
16

8,
51

8
23

1,
63

7
26

9,
35

6
42

7,
66

7

6 歳
48

,2
19

86
,3

39
99

,4
14

98
,3

93
91

,6
38

64
,0

23
97

,1
22

10
1,

72
1

11
9,

21
0

12
1,

99
8

7 歳
14

,3
83

13
,3

66
31

,6
99

37
,5

66
53

,1
89

36
,5

14
31

,5
68

57
,3

06
56

,2
31

54
,9

52

8+
歳

6,
84

6
8,

59
0

10
,5

26
18

,7
34

35
,3

87
37

,7
69

33
,3

03
30

,2
63

37
,5

74
38

,6
20

合
計

6,
08

0,
47

8
5,

35
8,

26
3

5,
16

5,
77

7
6,

46
6,

52
8

9,
44

7,
01

1
7,

02
2,

55
5

5,
57

4,
09

0
4,

67
4,

08
8

4,
12

3,
43

9
5,

27
8,

52
1

年
齢

別
資

源
尾

数
（

千
尾

）

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

0 歳
1,

63
9,

18
2

1,
04

5,
73

0
2,

20
3,

35
2

1,
11

7,
78

1
3,

27
7,

99
6

63
1,

88
0

84
4,

66
0

2,
30

2,
38

7
1,

95
6,

17
6*

1 歳
1,

84
3,

86
0

1,
09

3,
81

9
69

6,
27

8
1,

38
3,

38
4

74
6,

99
9

2,
16

9,
95

9
40

2,
18

8
56

1,
45

5
1,

53
4,

70
3

2 歳
62

4,
46

0
1,

28
5,

91
4

74
9,

48
4

48
8,

24
4

96
6,

21
7

51
6,

33
4

1,
50

5,
02

6
27

4,
18

9
39

2,
53

5

3 歳
33

1,
58

7
44

1,
37

6
86

7,
58

0
54

2,
55

8
33

8,
49

1
68

4,
02

7
36

7,
98

7
1,

04
0,

34
8

19
7,

90
3

4 歳
17

3,
31

6
24

0,
70

4
32

3,
61

4
52

8,
77

5
34

9,
61

4
23

6,
15

5
47

1,
17

5
26

5,
18

0
70

4,
75

7

5 歳
10

4,
24

7
11

5,
62

3
17

4,
76

6
20

5,
42

9
26

9,
42

7
20

2,
96

7
14

3,
00

0
28

9,
29

8
16

7,
44

6

6 歳
17

0,
79

1
48

,1
42

76
,5

04
10

5,
13

7
10

6,
19

7
12

8,
30

9
10

6,
96

0
61

,9
15

15
3,

21
7

7 歳
50

,6
74

66
,9

17
22

,5
97

42
,3

00
44

,3
83

44
,5

73
53

,1
65

40
,2

27
14

,2
31

8+
歳

35
,5

44
31

,1
62

32
,9

28
18

,3
62

25
,9

65
25

,1
57

19
,5

80
24

,9
52

15
,8

95

合
計

4,
97

3,
66

1
4,

36
9,

38
6

5,
14

7,
10

4
4,

43
1,

97
2

6,
12

5,
28

9
4,

63
9,

36
1

3,
91

3,
74

0
4,

85
9,

95
0

5,
13

6,
86

3

                      

*北
海

道
太

平
洋
海
域
に
お
け
る

1
歳
魚
の
現
存
量
を
基
に

推
定
し

た
（
補

足
資

料
2、

4）
。
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年
齢

別
資

源
重

量
（

ト
ン

)

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

0 歳
14

2,
78

7
89

,6
66

63
,5

34
58

,7
69

52
,4

88
73

,9
23

75
,7

59
82

,4
85

72
,0

86
43

,5
84

1 歳
24

1,
49

7
28

0,
96

5
17

5,
56

4
14

5,
39

8
13

6,
36

8
10

6,
70

2
12

5,
67

4
13

1,
17

8
15

5,
42

1
14

2,
30

6

2 歳
25

3,
09

0
35

1,
52

8
34

8,
46

4
30

0,
43

0
25

1,
65

1
20

4,
49

7
18

3,
44

1
18

0,
65

3
25

3,
05

3
25

6,
94

6

3 歳
32

7,
65

7
27

0,
99

4
35

5,
53

5
31

0,
33

7
30

9,
30

6
23

0,
00

6
21

4,
67

2
19

5,
28

8
20

6,
16

2
21

9,
07

4

4 歳
16

6,
15

3
26

5,
31

7
24

6,
53

9
29

6,
14

7
23

6,
39

5
23

5,
32

0
18

9,
93

9
16

6,
20

6
14

9,
17

6
15

7,
12

7

5 歳
10

8,
12

1
81

,6
29

15
1,

62
0

15
6,

81
7

16
4,

53
7

15
9,

87
4

15
2,

88
6

11
6,

22
9

87
,6

67
83

,7
32

6 歳
43

,3
55

25
,5

29
39

,8
28

62
,3

83
58

,8
91

73
,7

52
81

,2
86

67
,3

82
48

,2
22

31
,2

03

7 歳
26

,6
28

9,
38

3
10

,5
19

13
,8

80
17

,2
65

21
,8

72
33

,6
41

31
,5

95
24

,0
33

16
,9

54

8+
歳

2,
31

9
3,

09
4

4,
96

0
4,

24
9

5,
39

1
8,

51
2

13
,9

04
16

,6
87

14
,4

53
17

,3
71

合
計

1,
31

1,
60

7
1,

37
8,

10
6

1,
39

6,
56

1
1,

34
8,

41
1

1,
23

2,
29

3
1,

11
4,

45
7

1,
07

1,
20

0
98

7,
70

3
1,

01
0,

27
2

96
8,

29
7

年
齢

別
資

源
重

量
（

ト
ン

)

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

0 歳
87

,6
29

47
,9

52
74

,5
53

10
6,

45
7

15
0,

23
0

27
,3

73
30

,3
99

49
,6

66
50

,1
82

14
6,

74
6

1 歳
96

,1
00

18
5,

24
2

14
6,

07
5

91
,7

61
22

3,
82

9
31

8,
57

0
52

,1
19

75
,1

39
11

8,
98

1
87

,6
43

2 歳
21

9,
24

6
15

4,
20

6
29

6,
17

7
18

8,
99

2
17

5,
40

9
31

5,
50

9
48

6,
48

8
10

7,
47

8
11

9,
56

3
14

9,
82

3

3 歳
21

8,
39

5
19

0,
51

4
13

8,
32

4
25

2,
51

5
16

0,
08

8
18

4,
06

5
30

7,
64

1
47

0,
68

0
97

,2
22

11
1,

81
9

4 歳
16

6,
74

6
15

9,
42

6
14

4,
69

6
12

0,
05

8
20

9,
17

1
13

1,
46

1
16

4,
08

7
22

4,
58

0
37

6,
96

7
90

,1
37

5 歳
99

,9
56

12
6,

24
0

10
6,

33
1

96
,5

30
81

,7
97

10
6,

63
0

91
,1

08
10

9,
30

7
14

2,
44

4
22

3,
70

6

6 歳
28

,6
29

52
,8

82
64

,0
83

59
,6

20
54

,1
31

40
,4

55
62

,1
02

50
,8

68
72

,6
56

71
,8

90

7 歳
11

,5
93

9,
60

3
24

,7
47

25
,7

54
34

,1
17

21
,2

69
23

,2
82

34
,6

58
38

,8
80

35
,5

32

8+
歳

7,
01

1
7,

22
2

12
,9

54
16

,6
52

27
,6

67
30

,7
56

28
,9

31
21

,2
25

29
,3

13
29

,9
32

合
計

93
5,

30
6

93
3,

28
8

1,
00

7,
93

9
95

8,
33

9
1,

11
6,

43
9

1,
17

6,
08

9
1,

24
6,

15
6

1,
14

3,
60

2
1,

04
6,

20
9

94
7,

22
9

年
齢

別
資

源
重

量
（

ト
ン

)

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

0 歳
71

,4
48

50
,8

70
71

,5
78

46
,9

58
13

6,
90

3
25

,1
76

36
,5

99
72

,9
97

58
,5

76
*

1 歳
44

0,
16

5
16

9,
84

4
53

,0
29

12
0,

28
7

11
5,

78
4

33
9,

99
2

32
,5

53
50

,8
81

16
4,

10
0

2 歳
19

7,
07

7
38

7,
32

6
16

0,
48

7
10

2,
68

1
25

5,
75

9
92

,8
43

36
3,

40
3

51
,8

70
74

,0
07

3 歳
15

5,
80

6
20

3,
31

3
33

3,
21

8
18

4,
69

4
14

2,
90

4
24

4,
56

1
11

6,
38

6
35

8,
75

9
59

,1
92

4 歳
92

,5
23

13
6,

01
4

15
2,

10
0

24
2,

79
7

16
0,

97
6

10
6,

92
0

21
5,

53
3

11
0,

36
0

31
4,

58
7

5 歳
60

,6
19

67
,7

64
90

,5
06

10
4,

60
3

14
1,

44
4

10
7,

12
4

75
,3

63
14

7,
90

2
91

,7
25

6 歳
10

6,
40

2
30

,7
77

47
,8

66
60

,8
69

61
,0

74
76

,3
17

64
,1

02
37

,8
71

90
,3

27

7 歳
34

,0
82

47
,1

46
15

,4
65

27
,2

94
27

,7
57

28
,6

13
35

,3
60

27
,4

38
9,

96
2

8+
歳

26
,8

04
25

,6
91

25
,2

20
13

,8
97

18
,6

74
17

,9
12

14
,0

92
18

,0
93

10
,9

26

合
計

1,
18

4,
92

6
1,

11
8,

74
5

94
9,

47
0

90
4,

08
0

1,
06

1,
27

4
1,

03
9,

45
8

95
3,

39
2

87
6,

17
2

87
3,

40
3
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親
魚

量
（

ト
ン

)

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

0 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

3 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

4 歳
33

,2
31

53
,0

63
49

,3
08

59
,2

29
47

,2
79

47
,0

64
37

,9
88

33
,2

41
29

,8
35

31
,4

25

5 歳
86

,4
97

65
,3

03
12

1,
29

6
12

5,
45

4
13

1,
63

0
12

7,
89

9
12

2,
30

8
92

,9
83

70
,1

34
66

,9
86

6 歳
39

,0
19

22
,9

76
35

,8
45

56
,1

45
53

,0
02

66
,3

77
73

,1
57

60
,6

43
43

,4
00

28
,0

82

7 歳
26

,6
28

9,
38

3
10

,5
19

13
,8

80
17

,2
65

21
,8

72
33

,6
41

31
,5

95
24

,0
33

16
,9

54

8+
歳

2,
31

9
3,

09
4

4,
96

0
4,

24
9

5,
39

1
8,

51
2

13
,9

04
16

,6
87

14
,4

53
17

,3
71

合
計

18
7,

69
4

15
3,

82
1

22
1,

92
7

25
8,

95
7

25
4,

56
6

27
1,

72
4

28
0,

99
8

23
5,

15
0

18
1,

85
5

16
0,

81
9

親
魚

量
（

ト
ン

)

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

0 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

2 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

3 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

4 歳
33

,3
49

31
,8

85
28

,9
39

24
,0

12
41

,8
34

26
,2

92
32

,8
17

44
,9

16
75

,3
93

18
,0

27

5 歳
79

,9
65

10
0,

99
2

85
,0

65
77

,2
24

65
,4

37
85

,3
04

72
,8

86
87

,4
46

11
3,

95
5

17
8,

96
5

6 歳
25

,7
66

47
,5

94
57

,6
75

53
,6

58
48

,7
18

36
,4

10
55

,8
91

45
,7

82
65

,3
90

64
,7

01

7 歳
11

,5
93

9,
60

3
24

,7
47

25
,7

54
34

,1
17

21
,2

69
23

,2
82

34
,6

58
38

,8
80

35
,5

32

8+
歳

7,
01

1
7,

22
2

12
,9

54
16

,6
52

27
,6

67
30

,7
56

28
,9

31
21

,2
25

29
,3

13
29

,9
32

合
計

15
7,

68
4

19
7,

29
6

20
9,

37
9

19
7,

30
0

21
7,

77
4

20
0,

03
1

21
3,

80
8

23
4,

02
6

32
2,

93
3

32
7,

15
8

親
魚

量
（

ト
ン

)

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

0 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3 歳
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4 歳
18

,5
05

27
,2

03
30

,4
20

48
,5

59
32

,1
95

21
,3

84
43

,1
07

22
,0

72
62

,9
17

5 歳
48

,4
96

54
,2

11
72

,4
05

83
,6

82
11

3,
15

5
85

,6
99

60
,2

90
11

8,
32

2
73

,3
80

6 歳
95

,7
61

27
,6

99
43

,0
80

54
,7

82
54

,9
66

68
,6

86
57

,6
92

34
,0

84
81

,2
94

7 歳
34

,0
82

47
,1

46
15

,4
65

27
,2

94
27

,7
57

28
,6

13
35

,3
60

27
,4

38
9,

96
2

8+
歳

26
,8

04
25

,6
91

25
,2

20
13

,8
97

18
,6

74
17

,9
12

14
,0

92
18

,0
93

10
,9

26

合
計

22
3,

64
7

18
1,

95
0

18
6,

58
9

22
8,

21
4

24
6,

74
7

22
2,

29
4

21
0,

54
1

22
0,

01
0

23
8,

47
9
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E
マ

ト
リ

ッ
ク

ス

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

0 歳
0.

13
0.

13
0.

01
0.

00
0.

11
0.

22
0.

21
0.

18
0.

14
0.

10

1 歳
0.

15
0.

26
0.

03
0.

02
0.

13
0.

03
0.

16
0.

10
0.

08
0.

13

2 歳
0.

04
0.

08
0.

18
0.

07
0.

16
0.

06
0.

04
0.

08
0.

06
0.

18

3 歳
0.

13
0.

03
0.

10
0.

17
0.

17
0.

11
0.

16
0.

17
0.

16
0.

08

4 歳
0.

40
0.

32
0.

26
0.

34
0.

22
0.

25
0.

28
0.

39
0.

38
0.

15

5 歳
0.

67
0.

40
0.

48
0.

52
0.

44
0.

38
0.

45
0.

50
0.

54
0.

49

6 歳
0.

71
0.

51
0.

58
0.

65
0.

55
0.

47
0.

54
0.

58
0.

56
0.

55

7 歳
0.

82
0.

52
0.

64
0.

62
0.

54
0.

46
0.

56
0.

57
0.

47
0.

70

8+
歳

0.
82

0.
52

0.
64

0.
62

0.
54

0.
46

0.
56

0.
57

0.
47

0.
70

E
マ

ト
リ

ッ
ク

ス

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

0 歳
0.

02
0.

01
0.

02
0.

02
0.

01
0.

01
0.

01
0.

05
0.

00
0.

01

1 歳
0.

11
0.

05
0.

04
0.

03
0.

04
0.

03
0.

03
0.

05
0.

06
0.

01

2 歳
0.

24
0.

11
0.

20
0.

21
0.

13
0.

12
0.

17
0.

09
0.

12
0.

08

3 歳
0.

15
0.

20
0.

11
0.

28
0.

12
0.

06
0.

17
0.

22
0.

09
0.

14

4 歳
0.

16
0.

25
0.

16
0.

26
0.

34
0.

18
0.

16
0.

35
0.

31
0.

28

5 歳
0.

37
0.

41
0.

31
0.

32
0.

41
0.

31
0.

20
0.

30
0.

37
0.

44

6 歳
0.

58
0.

47
0.

46
0.

27
0.

44
0.

33
0.

22
0.

26
0.

37
0.

42

7 歳
0.

43
0.

34
0.

39
0.

17
0.

41
0.

38
0.

36
0.

40
0.

42
0.

46

8+
歳

0.
43

0.
34

0.
39

0.
17

0.
41

0.
38

0.
36

0.
40

0.
42

0.
46

E
マ

ト
リ

ッ
ク

ス

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

0 歳
0.

00
0.

01
0.

05
0.

00
0.

01
0.

04
0.

01
0.

00
0.

04

1 歳
0.

01
0.

02
0.

00
0.

01
0.

02
0.

01
0.

03
0.

01
0.

02

2 歳
0.

04
0.

08
0.

02
0.

06
0.

04
0.

03
0.

06
0.

02
0.

05

3 歳
0.

06
0.

05
0.

19
0.

15
0.

09
0.

10
0.

07
0.

12
0.

13

4 歳
0.

13
0.

06
0.

16
0.

31
0.

23
0.

20
0.

19
0.

17
0.

27

5 歳
0.

36
0.

13
0.

20
0.

30
0.

35
0.

29
0.

40
0.

29
0.

39

6 歳
0.

45
0.

36
0.

26
0.

41
0.

41
0.

42
0.

46
0.

64
0.

28

7 歳
0.

48
0.

51
0.

52
0.

40
0.

49
0.

58
0.

50
0.

62
0.

45

8+
歳

0.
48

0.
51

0.
52

0.
40

0.
49

0.
58

0.
50

0.
62

0.
45
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当初
（2008年評価）

2009年
再評価

2010年
再評価

当初
（2009年評価）

2010年
再評価

年齢別資源尾数（千尾）

0歳 1,296,182 1,519,071 1,956,176 1,571,284 1,839,819
1歳 986,802 716,759 1,534,703 1,001,610 1,243,245
2歳 253,541 454,043 392,535 496,475 1,061,519
3歳 301,964 235,551 197,903 319,841 274,452
4歳 451,484 538,117 704,757 160,893 131,929
5歳 79,198 131,149 167,446 319,024 383,547
6歳 148,203 159,431 153,217 68,726 73,016
7歳 50,222 47,059 14,231 69,111 81,911

8+歳 25,262 30,347 15,895 28,519 11,713
資源量
（トン）

716,022 781,166 873,403 739,371 895,634

親魚量
（トン）

205,185 242,153 255,223 250,476 274,194

RPSave
（尾/kg）

6.32 6.27 6.71 6.27 6.71

計算期間 1996-2006 1996-2007 1996-2008 1996-2007 1996-2008
年齢別選択率

0歳 0.03 0.02 0.03 0.02 0.03
1歳 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02
2歳 0.07 0.07 0.05 0.07 0.05
3歳 0.19 0.18 0.14 0.18 0.14
4歳 0.32 0.36 0.30 0.36 0.30
5歳 0.45 0.53 0.54 0.53 0.54
6歳 0.68 0.78 0.80 0.78 0.80
7歳 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

8+歳 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
Flimit 0.76 0.75 0.90 0.75 0.90

ABClimit
（千トン）

122 148 162 130 155

ABCtarget
（千トン）

102 123 135 108 130

2009年度 2010年度

補足資料 6 ABC の再評価に関わる将来予測 

 

補足表 2009、2010 年度 ABC に関する各パラメータの当初算定値および再評価値 
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